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1 はじめに 

 

現在、岩手県中北部で栽培されている主な飼料用

米品種は“早生”熟期の「つぶみのり」であるが、

倒伏しやすく熟期が遅いため、生産現場からは「つ

ぶみのり」に代わる品種として、耐倒伏性を強化し

た“かなり早生”熟期の飼料用米品種が強く求めら

れてきた。 

 これらの背景のもと、効率的な多収稲品種開発を

目的に（国研）農研機構東北農業研究センター、(地

独)青森県産業技術センター及び岩手県農業研究セ

ンターの三者による共同研究を行った。その結果、

東北農業研究センター及び岩手県農研センターと

で「岩手 122 号」を共同育成し、2018 年に「たわ

わっこ」と命名し、品種登録出願を行った。ここに、

本品種の育成経過並びに特性について報告する。 

 

2 育成経過 

 

「たわわっこ」（旧系統名「岩手 122 号」）は 、

“かなり早生”熟期で、耐冷性、耐病性及び耐倒伏

性に優れた飼料用米品種の育成を目標に、「羽系飼

1170」を母、「岩手 95 号」を父とする交雑後代から

育成された品種である。東北農研センター（秋田県

大仙市）において、2009 年に人工交配を行い、その

後 F1～F3 まで世代促進を行い、2011 年に本田にお

いて F4 雑種集団を栽培し、41 個体を選抜した。2012 

年（F5)以降は、岩手県農研センター（岩手県北上市）

において、系統栽培によって選抜固定を図った。 

2013 年に F6世代から生産力検定試験、特性検定試

験に供試し、2015 年 F8世代で「岩手 122 号」の地方

番号を付し、奨励品種決定試験への配付を開始した。 

「岩手 122 号」は、奨励品種決定試験において、

“かなり早”熟期、耐倒伏性が“強”、「つぶみの

り」並の多収で、岩手県中北部での栽培に適すると

判断されたことから、2017 年に岩手県水稲奨励品種

に採用した。  

2018 年 3 月に「たわわっこ」の名称で、品種登録

出願申請し、同年 8 月に公表された。 

 

3 特性の概要 

 

(1)形態的特性 

 成熟期における「たわわっこ」の稈長は「つぶみ

のり」より短い“短”であり、穂長は「つぶみのり」

と同じ“中”、穂数は「つぶみのり」より少ない 

“かなり少”に属する穂重型品種である。 

 稈の太さは「つぶみのり」より太い“かなり太”

で、剛柔は「つぶみのり」より柔らかい“やや柔”

である（表１）。 

 

(2)生態的特性 

「たわわっこ」の出穂期及び成熟期は、ともに「つ

ぶみのり」より早く、寒冷地中部では“かなり早”

に属する。 

いもち病真性抵抗性遺伝子型は、“+”と推定さ

れ、いもち病圃場抵抗性は、葉いもちは“かなり

強”、穂いもちは“強”である。また、DNA マーカ

ー検定により、いもち病圃場抵抗性遺伝子“pi21”

を保有すると推定される。 

障害型耐冷性は、「つぶみのり」並の“やや強”

である（表２）。 
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(3)収量性 

 収量性は、「つぶみのり」並に多収で、玄米千粒

重は、「つぶみのり」より重い（表２）。 

 

(4)耐倒伏性 

 耐倒伏性は、育成地及びいずれの配付先において

も基準・比較品種に比べ、「たわわっこ」の倒伏程

度は小さい。 

したがって、「たわわっこ」の耐倒伏性は、「つ

ぶみのり」より強く、「つぶゆたか」及び「ふくひ

びき」並の“強”である（表３）。 

 

4 普及地帯及び今後の予定 

 

「たわわっこ」の普及地帯及び普及面積は、岩手

県内陸中北部及び沿岸部の「つぶみのり」作付け地

帯で、1,200ha の作付けを目指している。 

 2018 年から県内における一般栽培を開始してお

り、併せて、栽培法を検討している。 
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表１ 育成地における「たわわっこ」の形態的特徴(2017 年) 

粒着 脱粒

細太 柔剛 密度 難易 稈長 穂長 穂数

たわわっこ かなり太 やや柔 やや密 難 短 中 かなり少 穂重

つぶみのり 太 やや剛 中 難 中 中 中 中間

品種名
稈 成熟期

草型

 

 

表２ 育成地における「たわわっこ」の主要特性(2013 年～2016 年、移植多肥栽培)

出穂期 成熟期 稈長 穂長 穂数
粗玄
米重

千粒重

(月/日) (月/日) (cm) (cm) (本/㎡) (kg/a) (g) 葉 穂

たわわっこ 7/26 9/9 84.1 19.0 355 73.9 24.0 やや強 + かなり強 強

つぶみのり 7/31 9/15 91.3 19.7 531 74.0 22.0 やや強 Pia,Pib やや強 中

つぶゆたか 8/3 9/20 93.3 19.5 463 77.0 22.8 やや強 Pia やや強 やや強

障害型
耐冷性

いもち病
真性抵
抗性

いもち病
圃場抵抗性品種名

  注１）施肥量は、窒素成分で基肥 1.2kg/a 並びに追肥（幼穂形成期）0.2kg/a を施用。 

注２）千粒重は、1.9mm ふるいで調製した玄米を使用。 

 

表３ 育成地および配付先における「たわわっこ」の倒伏程度および耐倒伏性評価（2013～2016 年）

調査年 2013

岩手 青森 秋田 青森 岩手

北上 黒石 大仙 藤坂 軽米

基肥(kgN/a) 1.2 1.2 1.2 1.0 1.2 1.2 0.7 1.0 1.0 1.2 0.6 1.2 1.2 0.8 1.0

追肥(kgN/a) 0.2 0.2 0.5 0.4 0.2 0.5 0.5 0.4 0.8 0.5 0.2 0.2 0.5 0.5 0.7

たわわっこ 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.5 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 強

つぶみのり 基準 5.0 4.8 4.8 4.0 4.5 4.8 - - - - 0.0 4.5 3.8 0.4 0.5 3.4 (中)

つぶゆたか 比較 3.0 1.0 2.3 0.0 0.3 0.3 1.0 - - - - 0.5 0.5 - - 1.0 (強)

ふくひびき 基準 0.5 1.0 - 0.0 - - 1.5 - - - - - - - - 0.8 (強)

耐
倒
伏
性
評
価

試験地
岩手 岩手 岩手

北上 北上 黒石 北上 軽米

岩手 青森

品種名

2014 2015 2016

平均

注１）倒伏程度は，試験区内の面積比率で、0(無倒伏)、1(微)～4(多)、5(完全倒伏)の 6 段階を数値化。 

注２）耐倒伏性評価の( )内の評価は、既知評価。 

東 北 農 業 研 究　  第  71  号  （2018）

－ 6 －

えおあいうえお


